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カセットテープやビデオテープ
を不燃ごみに入れてしまうと、
搬入物を機械で砕く際に、テ
ープが機械に絡まってしまい
ますので、必ず可燃ごみの収集
日にお出しください。
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●申し込み方法●
漓電話または清掃課窓口でお申し込み
ください。

滷１回の収集時に申し込める品物は７
点（引越しは10点）以内です。一
度収集しますと次回の収集日までは
30日以上あけていただきます。

澆同じ品名でも大きさによって料金が
異なる品物もありますので、箱状の
品物についてはあらかじめ縦・横・
奥行きの長さを測っていただいてか
らお申し込みください。

潺お申し込み時に、品物一点ごとの料
金を申し上げますので、その金額の
粗大ごみシールを購入し、表面に収
集日とお申込者の氏名を記入し、品
物に貼ってください。

潸収集については、収集日の朝8時
30分までに道路に面した敷地内
（集合住宅の場合は決められた場所）
に出してください。

澁追加及び申し込まれた品物に変更が
生じた場合は、必ず収集日前日（土・
日・祝日が入る場合はそれより前の
開庁日）の午後5時までに連絡し
てください。

　ペットボトルには◆（識別マーク）が付いています。

缶

　つぶさないでお出しください。
　また、タバコの吸殻などの異物は入れないでくだ
さい。汚れのひどい缶（化粧品・薬品・油）は不燃
ごみでお出しください。

ビ

　ビールビンや一升瓶はできるだけ販売店に返却し
てください。汚れのひどいビン（薬品・油）は不燃
ごみでお出しください。

古

　新聞紙、雑誌、牛乳パック、ダ
ンボールはそれぞれ種類ごとにひ
もでしばってお出しください。
　しばることのできない小さな紙
は、紙袋に入れるか雑誌等にはさ
んでお出しください。
　シュレッダー紙は透明か半透明
の袋に入れてお出しください。

古

　衣類、タオル、シーツは
ひもでしばってお出しくだ
さい。
　なお、濡れた古布はリサ
イクルがしにくくなります
ので、収集日が雨天の場合
はできるだけ次回の収集日
にお出しください。

金

　やかん、鍋、フライパン等金属部分が
90%以上で、長さが50cm未満のもの

植

　長さ１ｍ以下で太さが10cm未満の枝をひもで
しばって束（一束30cm以内）にしてお出しくだ
さい。
　束にならない小枝や葉っぱは任意の袋に入れて
お出しください。
　電話または清掃課窓口で予約してください。

有

　蛍光管については入っていたと
きのケースに入れてお出しください。
　また割れた蛍光管、体温計、乾
電池など水銀の入っているものは、
透明か半透明の袋に入れ、袋にそ
れぞれの品物名を表示してお出し
ください。

発

　中身を使い切ってお出し
ください。中身の入ってい
る場合は、少量であれば直
接「狛江市ビン・缶リサイ
クルセンター」にお持ちい
ただいても結構です。

ペットボトル（飲食料用）

缶（飲食料用） ビン（飲食料用・化粧品・飲み薬）

古紙

古布

金属

植木せん定枝（竹含む）（要予約） 有害ごみ 発火物


